






































問題 

教育界で近年問題にされていることのなかに,心身の発達のひずみと,非行と,学力の三つ

がある。これらのものは全く無関係とは考えられないが,非行や学力の問題が中学生を中心

に発生しているのに対して,発達のひずみの問題は早くから発生しており,幼児期にすでに

その兆候がみられる。 

これらの原因については,今日必ずしも明らかになっているわけではなく,おそらく多くの

要因の複雑な組み合わせによるものと考えられるが,そのなかでも,家庭における親子関係

と夫婦の関係,それと,保育所や学校(幼稚園を含む)における教育との間の矛盾などを無視

することはできないであろう。そしてまた,これらのことに問題があるとするなら,その問

題を明らかにすることによって,親と保母や教師の態度を改めることの可能性が期待でき

るであろう。 

親・保母・教師などの子どもに対する態度については,今まで,放任型・干渉型・過保護型・

民主型の,四つの型について論ぜられることが多かった。これは,たしかに一つの立場であ

る。しかし,このような見方は,具体的に子どもに接するときの態度を一般的に論じている

のであって,子どもに対して何を求めて何を求めないかという具体的な内容を論じている

のではない。 

そこで,今われわれが問題にしょうとしているのは,子どもに対する接し方の四つの型につ

いてではなく,子どもに対して何を求め何を求めないかということについての,父親,母親,

保母や教師の三者間にみられる意識のずれについてである。このことを問題にしょうとす

る理由は次のとおりである。 

子どもに対する態度(放任型・干渉型・過保護型・民主型)について,父親,母親,保母や教師

の三者が一致したとしても,子どもに対して何を求め何を求めないかという具体的な内容

に一致がなければ,教育上好ましくない結果をもたらすことが想像される。このことについ

て,教育論としては今までも不問に付されているわけではない。しかし,三者の間に不一致

があるのか,また,あるとすれば何がどのように不一致なのかということについては,今ま

でほとんど明らかにされていない。 



以上のことにかんがみて,この研究では,幼稚園児をもつ父親と母親と,それらの幼児の学

級担任である幼稚園教諭の三者間にみられる教育意識のずれを明らかにすることを目的と

している。なお,この研究では,三者間の教育意識のずれを問題にするものであって,その内

容についての価値判断には触れないことにする。 


